
2017年3月9日 

グラムコ株式会社 

東京宝島推進委員会 

東京宝島のブランド化を考える 

東京宝島推進委員会 

東京宝島のブランド化を考える 

東京の観光公式サイト GO TOKYOより 
八丈富士ふれあい牧場 
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島のブランディング事例：Bahamas 

  

バハマ諸島 

バハマ観光省とアメリカのブランディングファームが行ったプロジェクト。 
「多彩な魅力を持つカリブ海の諸島」というアイデンティティをブランドとして伝える
ことで、観光地がひしめくカリブ海において他地域との差別化を成功させている。 

各島のウェブページ 

各島のロゴマーク 

バハマ諸島をモチーフにしたロゴマーク 
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島のブランディング事例：Bahamas 

Google 
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4 

東京諸島観光連携推進協議会 

東京都の島々 
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5 

Google 
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6 ブランディングファームからのアドバイス 

東京諸島観光連携推進協議会 東京諸島観光連携推進協議会 東京諸島観光連携推進協議会 



©2017 Gramco Limited. All Rights Reserved. 

7 ブランディングファームからのアドバイス 

Copyright © BMC Co.,LTD. 



公益財団法人東京都島しょ振興公社 
ホームページより 

離島ブランディング 
日本でのことはじめは沖縄美ら島から 
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内閣府沖縄美ら島ブランド委員会 
 
平成17年（2005年）4月から開催。 
同年10月の委員会提言を踏まえ、沖縄の離島 
活性化を図る取り組みを支援した。 
その後美ら島ブランド委員会は、検討会議、 
ブランド推進会議などに名称を変えつつ、 
平成20年3月まで継続された。 
 
 

内閣府沖縄美ら島ブランド委員会 
 
平成17年（2005年）4月から開催。 
同年10月の委員会提言を踏まえ、沖縄の離島 
活性化を図る取り組みを支援した。 
その後美ら島ブランド委員会は、検討会議、 
ブランド推進会議などに名称を変えつつ、 
平成20年3月まで継続された。 
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10 

委員会提言は平成17年（2005年）10月八重山郡の小浜島（竹富町小浜）で行われた。 委員会提言は平成17年（2005年）10月八重山郡の小浜島（竹富町小浜）で行われた。 
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11 
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12 ブランディングファームからのアドバイス 
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ブランディングファームからのアドバイス 13 
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14 ブランディングファームからのアドバイス 

平成20年（2008年）2月「銀座わしたショップ」での一島一物語フェア。 平成20年（2008年）2月「銀座わしたショップ」での一島一物語フェア。 
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15 ブランディングファームからのアドバイス 

委員会でつくられた、全ての沖縄離島（美ら島）が1枚の地図に収められた地図。 
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16 ブランディングファームからのアドバイス 



公益財団法人東京都島しょ振興公社 
ホームページより 

島しょブランディングとは、 
そもそも地域ブランディングである 
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①競合との差異化を図り、②お客様を魅了すること。 

③結果お客様の優先的選択を得て、④確実な利益を獲得 

する戦略。 

あの 
ブランドで
なくちゃ！ 

B 

D 

C 

E 

A 

B 

そもそもブランド化（ブランド戦略）とは 18 

お客様 
ステークホルダー 
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地域ブランドとは？ 19 

地域ブランドによる、地域振興（地域再生） 
 

◎モノからの地域ブランディング 

地域の資産である農水産、工業製品などの地場産品を地域ブランドとして 

開発し、販売 

 

◎2006年、「地域団体商標制度」が創設 

2006年4月商標法改正により、地域名+商品名が商標登録可能に 

 

◎中小企業庁の「地域産業資源活用事業」など 

ものづくりブランドによる地域振興施策→「一村一品運動」「地産地消」の

流れ 

 

◎地域イメージのブランド化によるまちづくりへの視点 

地域独自の「場の価値」を、中小都市の活性化戦略として、観光振興を視野

に入れたまちづくりへ発展させるという概念 



©2017 Gramco Limited. All Rights Reserved. 

地域ブランドとは？ 20 

１）モノのブランド化 
地域イメージの付加によって、地域の製品・産品の競争力を高める 
 

 

２）地域全体のブランド化＝暮らしのブランド化 
地域に暮らすことの豊かさを見つめ、 

①地域固有の資源（自然、環境、景観、産業、技術、伝統、文化、人など）を生かし、 

②地域に暮らすことの豊かさを体現して、地域の魅力・価値をつくること 

その魅力・価値が内外に支持、共感された「結果」が「地域ブランド」である。 

 

 

 

 
（(財)東北開発研究センター主席研究員 大泉太由子氏ー2005年12月の講演資料より） 
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モノからの地域ブランド 21 

（農林水産省大臣官房企画評価課知的財産戦略チーム作成） 

農林水産物・地域食品における地域ブランド化先進的取組事例集 

平成19年11月 

○地域独自の歴史、物語性等の地域のイメージや地域固有の気候条件等を

活用すること 

○品質及び品質を保証する名称・マーク等が管理されていること 

○マーケティング戦略がすぐれていること 
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モノからの地域ブランド戦略例 22 

（農林水産省大臣官房企画評価課知的財産戦略チーム資料） 
（山田敦郎著『ブランド力』より） 

◎取組主体： 大分県漁業協同組合佐賀関支店 

◎取組の概要： 

1980年代後半、より高い価格で魚を売るために、佐賀関漁協（当時）が

魚の買取販売を開始。徹底した品質管理、販売ルートの限定、高級品路線

等の販売戦略を明確にし、かつ関係者が主税を合わせてそれを実行するこ

とで、魚価の向上に成功した。 

◎関あじ、関さばの定義： 

漁場を限定（豊後水道、速吸の瀬戸の海域）、撒き餌・巻き網を使用しな

い一本釣り、魚を傷めない面買いで取引。その他生簀の徹底管理や空輸な

どの輸送方法にもこだわる。 

◎キャンペーン、関あじ関さば祭り 

関あじ関さば（大分県） 



©2017 Gramco Limited. All Rights Reserved. 

モノからの地域ブランド戦略 23 

一次産品のブランド化 

加工品のブランド化あるいは 
加工品まで含む地域産品のブランド化 

高知県馬路村の柚子：1960年代栽培を開始。生産増加とともに柚子が売れ残り販
路を都市へ（JA馬路村）。 

柚子青果販売より、付加価値の高い柚子ジュースや柚子酢等の加工品販売に着
目。ジュースに「ごっくん馬路村」と命名。商品とともに村を売ることに。生
産量1975年→2006年で7倍。売上は3千万円→33億4千万円（うち加工品は33
億円）。加工工場従業員は80年の2人→72名。観光客93年5万人→8万人。 

村の子供をモチーフとした「ごっくん坊や」をイメージキャ
ラクターに「ゆずの村」として、全体をブランド化している。 
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場からの地域ブランド戦略 24 

（流通経済大学濱田恵三氏資料よりー2010 青木幸弘氏作成の地域ブランド構築の基本構図） 

傘ブランドとしての地域 
（象徴としての「地域性」） 

ブランディングの「場」としての地域 
（地域資源ブランドの基盤としての「地域性」） 

農
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド 

加
工
品
ブ
ラ
ン
ド 

商
業
地
ブ
ラ
ン
ド 

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド 

①地域性を活かした 
地域資源の 
ブランド化 

②地域資源ブランド化 
による地域全体の 
ブランド化 

④地域資源ブランドに 
よる地域（経済）の 
活性化 

③地域ブランドによる 
地域資源ブランドの 
底上げ 

核
と
し
て
の
「
地
域
性
」 
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地域ブランドでもこれは同じです 25 

大きな括りの地域ブランドと、地場の産品ブランド、著名な施設ブランド、自然や文

化のブランドが、 “Endorsing=支援”と“Lifting=貢献”のサイクルを好循環させつづ

けることが、地域ブランディングにも必要です。 

石垣ブランド 

川平湾 

マリンスポーツ 青い海 サンゴ礁 

宮良川 

ENDORSING （支援） LIFTING （貢献） 

パインアップル 離島への拠点 具志堅記念館 

石垣牛 八重山ソバ 石垣ラー油 泡盛 

星の島 
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石垣島のイメージを「星の島」へ 26 

（南の島の星まつり2016 HPより） 
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27 石垣島のイメージを「星の島」へ 

八重山星の会 

南の島の星まつり実行委員会 
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地域産品はブランド大使・伝道師 28 

石垣島に来てくれる人だけが体験できるもの（たとえば満天の星空）と、エバンジェ

リストのように（伝道師のように）県外に出て行って、疑似体験させるもの、あるい

は「星の島、石垣島」を売り込んでくれるもの（それが星の特産品）がある。 

星の特産品 

星の島、石垣島 

市区町村魅力度ランキング 
全国で 

15位 
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場からの地域ブランド戦略 29 

 
 

 
ブランディングの「場」としての地域 
（地域資源ブランドの基盤としての「地域性」） 

地域住民 ライフスタイル 

傘ブランドとしての地域 
（象徴としての「地域性」） 

継続的活動 
を担保する組織 

継続的活動 
を担保するビジョン 

 
 
 
 

地域ブランド推進組織 + 行政 + 地元企業・事業者 + 住民 

観
る
楽
し
み 

食
べ
る
楽
し
み 

るるぶ＝「見る」「食べる」「遊ぶ」 

買
う
楽
し
み 

遊
ぶ
楽
し
み 

過
ご
す
楽
し
み 

象徴としての 

地域ブランド名 + 地域ブランドロゴ 
地域ブランドストーリー + メッセージ 

地域ブランドコンセプト 
（ビジョン、提供価値、パーソナリティ、戦略顧客、ポジショニング、イメージ・スタイル、体系） 
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地域ブランド成功の必須要件 30 

◎事例などから成功のための必須要件を抽出＝『ブランドは人と真実で出来ている』 

事実 
整理・実現 

情熱 
高揚・巻き込み 

高品質 
サービス 

高品質 
商品 

歴史 
伝統 

物語 
伝説性 

拠点と 
連鎖 

住民の 
共感 

リーダーと 

推進 
体制 

差異化 
アイデア 

マーケティング 

活動 
広報 

PR活動 

危機感 課題意識 

悩みは？ 問題は？ 



沖縄離島のマーケティング事例 
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ブランド戦略 ― 成功の視点から 

ビジョンやバリュー、パーソナリティ等 

コンセプトが明確であること 

知覚品質が優れていること 

全体が連鎖し世界観が表現されていること 

 
デザインだ 
ドはコ ブラン トと プ ンセ 
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ブランドコンセプト 33 

Brand  Personality 

Brand Vision 

（or Mission） 

Brand  Value 

Functional 

Value 

Emotional 

Value 

当該ブランドが描く将来の夢、なりたい姿。 

（ミッション：果たすべき使命、役割） 

ブランドビジョン／ブランドミッション 

企業・事業の到達イメージであり、関わる人々すべてに 

とっての活動のベクトルを指し示す共有概念 

当該ブランドがビジョン実現に向けて、 

ステークホルダーに約束する機能・情緒両面での 

提供価値（Value delivered)。また競合からの差異化

となる独自優位性。 

提供価値（Functional & Emotional Value） 

上記価値を提供するブランドとして備えているべき

人格や個性。またステークホルダーに対する企業・

事業の振る舞いや世界観。 

ブランドパーソナリティ 

製品・サービス・店舗・スタッフを通じて顧客にアピールしていく

振る舞いの指針やコミュニケーションのトーン＆マナー 

他の企業には真似のできない絶対的な価値（機能） 

またそれを享受することによって顧客が感じる満足感やイメージ（情緒） 

 

ブランドパーパス 
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沖縄県伊平屋島（伊平屋村） 34 

ブランドセッションでは、島民が集まって一緒にコンセプトを考
えた。そのなかから伊平屋島ならではの言葉「いへやじゅう
てー」（身の丈以上のおもてなし）がブランド名に決まった。 

沖縄県 離島特産品等マーケティング支援事業 

（沖縄TLO/グラムコ 提供資料（次の3頁含む） 
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沖縄県伊平屋島「いへやじゅうてー」 35 
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沖縄県伊平屋島「いへやじゅうてー」 36 
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伊良部オーバンマイ会議（伊良部村/島） 37 



インターナルブランディングと 
ターゲティング 
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都民と来訪者の「想い」のギャップ 
 

海外の人が評価する点：都民が評価する点のイメージギャップ「東京に当てはまるものは？」 

・自然･景勝地･夜景（来訪者50％＞都民20％） 
・芸術が魅力的（40＞12）  ・建物が魅力的（47＞13） 
・魅力的な宿泊施設が多い（50＞27） 
・バリアフリー環境が整っている（40＞20） 
・ハイテク産業が多い（58＞28） 
・魅力的なレジャー施設が多い（50＞29） 
・ファッションが魅力的（40＞21） 
・ポップカルチャーが魅力的（44＞21） 
 

体験･購入したいモノコトと、体験･購入してほしいモノコトのイメージ 
ギャップ「行きたいところ/行って欲しいところは？」 

・四季の移ろいなど自然を感じる（66＞37） 
・ウォーターフロント、夜景などの探索（50＞20） 
・美術館･博物館の探索（45＞25） 
・高層ビルや近代的街並み（52＞28） 
・伝統的街並み（64＞39）  ・伝統文化体験（61＞41） 
・宿泊施設を楽しむ（39＞19） 
・街歩き、ナイトライフを楽しむ（62＞27） 
・ファッションブランド製品ショッピング（37＞16） 
（東京のブランディング戦略 平成27年3月作成 より） 
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インターナルブランディング 
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NY州のターゲティング事例より 

注： ニューヨーク州でのインタビューによれば、上記のセグメンテーションは2008年当時のものであり、現在はこのようなセグメンテーションは
使用していないとのこと。出所：“I LOVE NY: Brand Guidelines” 2008 

冒険好き 
11% 

グループ行動派 
14% 

週末ファミリー重
視派 
13% 

大の旅行好き 
11% 

長期的R&R*
派 
11% 

週末R&R派 
11% 

若い都会派プロ
フェッショナル 

13% 

贅沢志向派 
13% 

ターゲット 
セグメント 

あらゆる人を受け入れる姿勢を示したうえで、最もニューヨーク州に
来てくれる可能性の高いセグメントに広告投資のフォーカスを当てる。 

ただし、ターゲット以外のセグメ
ントを除外するという意図ではな
い。単にもっともニューヨーク州
に来てくれる可能性の高い人々に
効率よく広告投資ができるという
ことを意味するに過ぎない。 

調査により旅行者の8つのセグメン
トを抽出。そのうち4つにフォーカ
スし、広告宣伝を集中投下。 

ターゲティング 



グラムコ株式会社 
東京本社 
〒103-0023 東京都中央区日本橋室町4丁目3-16 柳屋太洋ビル5階 
TEL 03 3548 3003 FAX 03 3548 3008 
www.gramco.co.jp 
 
ディーグラムコーポレーション 
〒103-0023 東京都中央区日本橋室町4丁目3-16 柳屋太洋ビル5階 
TEL 03 3548 1006 FAX 03 3548 1008 
 
グラムコ上海（格拉慕可企業形象設計諮詢上海有限公司） 
上海本社 
200010上海市黄浦區人民路885號 准海中華大厦25樓2505室 
TEL 021 6326 8787 FAX 021 6328 1301 
北京支社 
100102北京市朝陽区望京湖光中街1号鵬景閣803室 
TEL 010 8477 5299   FAX 010 8477 5351 
 
ネットワーク 
New York, Los Angeles, San Francisco, London, Dubai 
（以上シーゲル＋ゲール、NYはチャマイエフガイスマーハビブも） 
Singapore（フロンテッジ） 
Taipei（Studio88） 

ご清聴ありがとうございました。 


